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　補足資料
①壁板70㎜厚  ②壁板85㎜厚  ③壁板100㎜厚  ④壁板120㎜厚
⑤壁板135㎜厚  ⑥壁板150㎜厚  ⑦壁板175㎜厚  ⑧壁板200㎜厚
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無機繊維フェルトとの複合耐火

の

⑤

無機繊維フェルト厚

FP060BM-0578 FP120BM-0657 FP060CN-0901 FP120CN-0927

FP060BM-9385

60.2

SWPD3N（L）

FP120BM-0495 FP120CN-0789

記号

別冊〔合成床〕

SWPR7AN（L） SWPR7BN（L）
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⑥

注）特殊板

注 注

W/(㎡･K) 3.3 3.4 3.7 2.7 3.3 3.4 2.8 2.9 3.1
(㎡･K)/W 0.31 0.30 0.27 0.37 0.31 0.30 0.36 0.34 0.32
W/(m･K) 1.3 1.3 1.3 1.1 1.1 1.2 1.2 1.2 1.3

*1W≒0.86kcal/h
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●同一パネル内の接合部を、次などを跨い

で接合しないで下さい。

●伸縮目地や受け材継ぎ手部を跨いだ接合

を行った場合、パネルにひび割れなどが

生じたことがありましたので、ご注意下

さい。
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●パネル加工寸法は、製造、運搬、施工面

から右図以下とすることが望まれます。

同時に、加工によりPC鋼線が切断され

た場合には、設計条件による曲げ、せん

断に対して安全であることを確認する必

要がありますので、予めご相談下さい。

●図の寸法より大きな開口は受梁の補強が

必要となります。
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スパンクリート壁は構造体の層間変形に対して、スウェー方式またはロッキング
方式にて追従します。層間変形に対する設計方針および検討については、事前に
お打ち合せをお願いします。
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i. 外壁仕上

スパンクリートの表面は防水性に優れて

おりますので、目地シーリングのみで外壁

面としての性能を満たします。従って素地

のまま、仕上げなしの状態で使用されるこ

ともありますが、一般的には建物の用途に

よって各種仕上げが施されています。

但し、クリアー仕上げは、表面吸水の差

により色むらを強調する結果になりますの

で、ご使用にならないで下さい。

また、スパンクリート裏面はゼロスラン

プコンクリートで製作されているため、外

壁板の一部裏面を屋外に露出させて使用し

た場合（跳ね出し構造としたパラペット部、

袖壁部）などは、露出させた裏面を防水処

理する必要があります。

●共通事項
・下地面の清掃を行う。
・二液型弱溶剤形エポキシシーラーを全面に塗り付ける。

吹付

ローラー

複層塗材Ｅ 吹付

 主材 基層塗り ローラー

複層塗材Ｅ 吹付

主材 模様塗り ローラー

吹付

ローラー

塗回数

吹付
ローラー

外装薄塗材Ｅ
主材

吹付
ローラー

※JASS 18 M-201,M-403, M-404,M-405は日本建築学会材料規格である。

※中塗りは上塗りによって異なります。

※「塗付け量」と「所要量」について

「塗付け量」は、被塗装面単位面積あたりの塗装材料(希釈する前)の付着質量のことです。

「所要量」とは、被塗装面単位面積あたりの塗装材料(希釈する前)の使用質量のことです。

「所要量」は塗料のロス等を含みますので、「塗付け量」よりも多くなります。

塗回数

1

1

1

2

所要量
（kg/㎡）

0.7以上

0.1以上

3級(主要原料
ポリウレタン樹脂)

吹付

0.10

0.8以上

0.1以上

工 法材 料

下塗材

上塗材

材 料

下塗材

建築用
耐候性塗料上塗

1級(主要原料
ふっ素樹脂)

1

工 法
所要量
（kg/㎡）

2級(主要原料
シリコーン樹脂)

ローラー

吹付

1

反応形合成樹脂シーラー及び
弱溶剤形反応性合成樹脂シーラー

0.08 1

1.0以上 2

1

2

1 下塗り JASS 18 M-201

3 上塗り JIS K 5658

0.25以上

JASS 18 M-403

中塗り

JASS 18 M-405 常温乾燥形ふっ素樹脂塗料用中塗り
吹付

0.14

２液ポリウレタンエナメル用中塗り

上塗り

工 程

下塗り

主材塗り2

1

材 料 工 法
塗付け量
（kg/㎡）

塗回数

JASS 18 M-404 アクリルシリコン樹脂塗料用中塗り

ローラー

工 程

工 程

下塗り

主材塗り

主材塗り

規格

4

2

3

1
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　2液型エポキシ樹脂シーラーを塗ってから
E P or E P G
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７.  データシート
 補足資料
＜穴あきPC壁板の開口部に対する考え方＞
　穴あきPC壁板を使用し、開口部を四方枠又は三方枠を用いて設置する場合、開口部に隣接する左右のパネルが、
　開口部に作用する水平力を半分ずつ負担することとします。（※荷重割増2.00を超える場合は、弊社にご相談下さい。）

　開口隣接部の荷重割増

 【計算例】
 〔風圧力に対して〕

　〔地震力に対して〕
　　 地震力に対しては、上記風圧力の作用範囲の「穴あきPC板重量」から、「穴あきPC板重量」と「開口部重量（ドア・サッシ等）」
　　 との差分を減じて、計算できるものとします。

＜地表面粗度区分について＞
　平成12年建設省告示第1454号により、地表面の粗さはⅠ～Ⅳに分類されています。
　このうち、Ⅰ及びⅣについては特定行政庁が規則で定める区域となり、Ⅱ及びⅢについては以下となります。

荷重割増② =（0.5 + 1.2 + 1.0）/1.2 = 

隣接部① 隣接部②

荷重割増 =
作用範囲
負担範囲

〈荷重の〉

B 1.2BB B B

① ② ③

B

四方枠
三方枠

a) 都市計画区域外

0ｍ

Ⅲ

Ⅱ

13m

建
物
の
高
さ

31m

13m

(対岸までの距離が1.5㎞以上限定)

b) 都市計画区域内

200m 500m

Ⅲ

Ⅱ

海岸線又は湖岸線からの距離

荷重割増① =（1.0 + 0.5）/1.0 = 1.50 2.25

〈作用範囲〉

1.0 0.5

〈作用範囲〉
〈作用範囲〉

1.0

〈負担範囲〉
〈作用範囲〉

1.2

〈負担範囲〉
〈作用範囲〉

5.0 2.1

〈作用範囲〉

1.0

隣接部③

荷重割増③ =（1.0 + 1.0）/1.0 = 2.00

〈作用範囲〉

0.1 0.1

〈作用範囲〉
〈作用範囲〉

1.0

〈負担範囲〉

一般
部

一般
部

開
口
部

隣
接
部

隣
接
部

隣
接
部

開
口
部
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

3.51

586

1m

4.72

1.35

792
断 面 係 数

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.97

1,350 (1,350)

52.9

574

789

2,770

3.49

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

耐風 Mrw kN・m

耐震 Mre kN・m

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m

許 容 せ ん 断 力 Qa kN

1m

5.67

30.7  

10.3  

6.52

5.67

30.7  

12.0  

7.09

6.16

6.16
許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

1m

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

4.00

4.00

4.00

4.00

呼幅1m

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

3.51

3.60

3.70

3.81

3.92

3.14

3.20

3.27

3.35

3.43

4.00

4.00

4.00

呼幅1m

4.00

3.89

4.00

4.00

4.00

4.00

3.37

3.45

3.55

3.65

3.76

3.01

3.07

3.14

3.21

3.29

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4※4

※4 ※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ

(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 6.60 5.75 5.25 6.60 5.75 5.25

1.0G 5.25 4.55 4.05 5.25 4.55 4.15

1.5G 4.55 3.80 3.30 4.55 4.00 3.45

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

※4

※4 ※4

※4

※4

※4

※4 ※4

※4

※4 ※4

※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 5.20 4.25 3.65 5.60 4.55 3.95

30種 45種

※4 ※4※4 ※4

①スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-70厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 4m以上で使用する場合は、事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

3.51

586

1m

4.72

1.35

792
断 面 係 数

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.97

1,350 (1,350)

52.9

574

789

2,770

3.49

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

耐風 Mrw kN・m

耐震 Mre kN・m

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m

許 容 せ ん 断 力 Qa kN

1m

5.67

30.7  

10.3  

6.52

5.67

30.7  

12.0  

7.09

6.16

6.16
許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

1m

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

4.00

4.00

4.00

4.00

呼幅1m

4.00

4.00

4.00

4.00

4.00

3.51

3.60

3.70

3.81

3.92

3.14

3.20

3.27

3.35

3.43

4.00

4.00

4.00

呼幅1m

4.00

3.89

4.00

4.00

4.00

4.00

3.37

3.45

3.55

3.65

3.76

3.01

3.07

3.14

3.21

3.29

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4※4

※4 ※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ

(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 6.60 5.75 5.25 6.60 5.75 5.25

1.0G 5.25 4.55 4.05 5.25 4.55 4.15

1.5G 4.55 3.80 3.30 4.55 4.00 3.45

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

※4

※4 ※4

※4

※4

※4

※4 ※4

※4

※4 ※4

※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 5.20 4.25 3.65 5.60 4.55 3.95

30種 45種

※4 ※4※4 ※4

①スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-70厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 4m以上で使用する場合は、事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

1,590 (1,590)

53.7

827

1,155

4,909

4.25

4.25

690

1m

7.12

1.67

1,155
断 面 係 数

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.91

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

耐風 Mrw kN・m

耐震 Mre kN・m

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m

許 容 せ ん 断 力 Qa kN

許容曲げモ ーメント

30種 45種

1m 1m

7.76

38.3  

12.8  

8.92

7.76

38.3  

17.2  

10.3  

8.99

8.99

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

3.94

4.04

4.15

4.27

4.40

3.52

3.60

3.67

3.76

3.84

5.57

5.81

6.04

呼幅1m

6.32

4.55

4.71

4.89

5.09

5.31

4.24

4.35

4.47

4.60

4.74

3.79

3.87

3.95

4.04

4.14

5.61

5.81

6.04

6.32

呼幅1m

4.90

5.01

5.14

5.28

5.43

※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ

(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 7.60 6.60 6.00 7.60 6.60 6.00

1.0G 6.00 5.05 4.35 6.00 5.25 4.70

1.5G 5.05 4.10 3.55 5.25 4.45 3.85

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

※4

※4 ※4

※4

※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 5.80 4.75 4.10 6.75 5.50 4.75

30種 45種

※4

②スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-85厚（JIS規格にない厚さです）

7
7

2019.6改定

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

1,590 (1,590)

53.7

827

1,155

4,909

4.25

4.25

690

1m

7.12

1.67

1,155
断 面 係 数

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.91

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

耐風 Mrw kN・m

耐震 Mre kN・m

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m

許 容 せ ん 断 力 Qa kN

許容曲げモ ーメント

30種 45種

1m 1m

7.76

38.3  

12.8  

8.92

7.76

38.3  

17.2  

10.3  

8.99

8.99

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

3.94

4.04

4.15

4.27

4.40

3.52

3.60

3.67

3.76

3.84

5.57

5.81

6.04

呼幅1m

6.32

4.55

4.71

4.89

5.09

5.31

4.24

4.35

4.47

4.60

4.74

3.79

3.87

3.95

4.04

4.14

5.61

5.81

6.04

6.32

呼幅1m

4.90

5.01

5.14

5.28

5.43

※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ

(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 7.60 6.60 6.00 7.60 6.60 6.00

1.0G 6.00 5.05 4.35 6.00 5.25 4.70

1.5G 5.05 4.10 3.55 5.25 4.45 3.85

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

※4

※4 ※4

※4

※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 5.80 4.75 4.10 6.75 5.50 4.75

30種 45種

※4

②スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-85厚（JIS規格にない厚さです）

7
7

2019.6改定

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

9,420

5.02

4.98

1,570

7,830

5.02
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.77

1,740 (1,740)

43.9

1,100

2.06

1,880

10.4

2.07

1,560

1.78

2,100 (1,750)

54.3

1,330

10.3

断 面 係 数
1,890

912

1.2m

4.98

754

1m

パネルの性能
種 別

m2.1m1m2.1m1）幅呼（幅ルネパ

耐風 Mrw kN・m 9.61 11.5  12.5  15.3  

耐震 Mre kN・m 10.2  12.2  12.5  15.3  

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m 11.7  14.1  14.3  17.6  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m 15.4  18.5  23.2  28.8  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 37.5  46.2  37.5  46.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 7.38 7.39 7.38 7.39

1,600 6.93 6.92 7.06 7.07

1,800 6.54 6.53 6.79 6.79

2,000 6.20 6.19 6.55 6.56

2,200 5.91 5.90 6.35 6.36

2,400 5.66 5.65 6.17 6.17

2,600 5.44 5.43 6.01 6.01

2,800 5.24 5.23 5.86 5.86

3,000 5.06 5.06 5.73 5.73

3,200 4.90 4.89 5.59 5.61

3,400 4.76 4.75 5.42 5.48

3,600 4.62 4.61 5.27 5.32

3,800 4.50 4.49 5.13 5.18

4,000 4.38 4.38 5.00 5.05

4,200 4.28 4.27 4.88 4.93

4,400 4.18 4.17 4.77 4.81

4,600 4.09 4.08 4.66 4.71

4,800 4.00 4.00 4.56 4.61

5,000 3.92 3.92 4.47 4.52

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 8.60 7.50 6.80 8.60 7.50 6.80

1.0G 6.80 5.55 4.80 6.80 5.95 5.30

1.5G 5.55 4.50 3.90 5.95 5.00 4.35

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4 ※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増
※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 6.35 5.20 4.50 7.80 6.40 5.50

30種 45種

※4

③スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-100厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

9,420

5.02

4.98

1,570

7,830

5.02
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.77

1,740 (1,740)

43.9

1,100

2.06

1,880

10.4

2.07

1,560

1.78

2,100 (1,750)

54.3

1,330

10.3

断 面 係 数
1,890

912

1.2m

4.98

754

1m

パネルの性能
種 別

m2.1m1m2.1m1）幅呼（幅ルネパ

耐風 Mrw kN・m 9.61 11.5  12.5  15.3  

耐震 Mre kN・m 10.2  12.2  12.5  15.3  

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m 11.7  14.1  14.3  17.6  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m 15.4  18.5  23.2  28.8  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 37.5  46.2  37.5  46.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 7.38 7.39 7.38 7.39

1,600 6.93 6.92 7.06 7.07

1,800 6.54 6.53 6.79 6.79

2,000 6.20 6.19 6.55 6.56

2,200 5.91 5.90 6.35 6.36

2,400 5.66 5.65 6.17 6.17

2,600 5.44 5.43 6.01 6.01

2,800 5.24 5.23 5.86 5.86

3,000 5.06 5.06 5.73 5.73

3,200 4.90 4.89 5.59 5.61

3,400 4.76 4.75 5.42 5.48

3,600 4.62 4.61 5.27 5.32

3,800 4.50 4.49 5.13 5.18

4,000 4.38 4.38 5.00 5.05

4,200 4.28 4.27 4.88 4.93

4,400 4.18 4.17 4.77 4.81

4,600 4.09 4.08 4.66 4.71

4,800 4.00 4.00 4.56 4.61

5,000 3.92 3.92 4.47 4.52

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 8.60 7.50 6.80 8.60 7.50 6.80

1.0G 6.80 5.55 4.80 6.80 5.95 5.30

1.5G 5.55 4.50 3.90 5.95 5.00 4.35

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4 ※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増
※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 6.35 5.20 4.50 7.80 6.40 5.50

30種 45種

※4

③スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-100厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

16,120

6.06

5.94

2,250

13,390

6.06
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.73

2,040 (2,040)

41.7

1,570

2.49

2,660

15.1

2.49

2,210

1.75

2,470 (2,060)

51.7

1,890

15.1

断 面 係 数
2,710

1,070

1.2m

5.94

887

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 13.7  16.1  17.3  20.9  

耐震 Mre kN・m 14.5  17.1  17.3  20.9  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 16.7  19.8  19.9  24.0  

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m 22.0  25.7  31.4  38.3  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 42.7  53.0  42.7  53.0  

許容曲げモ ーメント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 8.83 8.76 8.83 8.84

1,600 8.28 8.19 8.44 8.45

1,800 7.80 7.72 8.12 8.13

2,000 7.40 7.33 7.84 7.85

2,200 7.06 6.98 7.59 7.60

2,400 6.76 6.69 7.38 7.38

2,600 6.49 6.43 7.18 7.19

2,800 6.26 6.19 7.01 7.01

3,000 6.04 5.98 6.79 6.82

3,200 5.85 5.79 6.58 6.60

3,400 5.68 5.62 6.38 6.40

3,600 5.52 5.46 6.20 6.22

3,800 5.37 5.31 6.03 6.06

4,000 5.23 5.18 5.88 5.90

4,200 5.11 5.06 5.74 5.76

4,400 4.99 4.94 5.61 5.63

4,600 4.88 4.83 5.49 5.50

4,800 4.78 4.73 5.37 5.39

5,000 4.68 4.63 5.26 5.28

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 9.75 8.50 7.40 9.75 8.50 7.70

1.0G 7.40 6.05 5.20 7.70 6.65 5.75

1.5G 6.05 4.90 4.25 6.65 5.45 4.70

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4 ※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 7.50 6.15 5.30 9.10 7.45 6.45

30種 45種

※4

④スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-120厚

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

48



断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

16,120

6.06

5.94

2,250

13,390

6.06
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.73

2,040 (2,040)

41.7

1,570

2.49

2,660

15.1

2.49

2,210

1.75

2,470 (2,060)

51.7

1,890

15.1

断 面 係 数
2,710

1,070

1.2m

5.94

887

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 13.7  16.1  17.3  20.9  

耐震 Mre kN・m 14.5  17.1  17.3  20.9  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 16.7  19.8  19.9  24.0  

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m 22.0  25.7  31.4  38.3  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 42.7  53.0  42.7  53.0  

許容曲げモ ーメント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 8.83 8.76 8.83 8.84

1,600 8.28 8.19 8.44 8.45

1,800 7.80 7.72 8.12 8.13

2,000 7.40 7.33 7.84 7.85

2,200 7.06 6.98 7.59 7.60

2,400 6.76 6.69 7.38 7.38

2,600 6.49 6.43 7.18 7.19

2,800 6.26 6.19 7.01 7.01

3,000 6.04 5.98 6.79 6.82

3,200 5.85 5.79 6.58 6.60

3,400 5.68 5.62 6.38 6.40

3,600 5.52 5.46 6.20 6.22

3,800 5.37 5.31 6.03 6.06

4,000 5.23 5.18 5.88 5.90

4,200 5.11 5.06 5.74 5.76

4,400 4.99 4.94 5.61 5.63

4,600 4.88 4.83 5.49 5.50

4,800 4.78 4.73 5.37 5.39

5,000 4.68 4.63 5.26 5.28

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 9.75 8.50 7.40 9.75 8.50 7.70

1.0G 7.40 6.05 5.20 7.70 6.65 5.75

1.5G 6.05 4.90 4.25 6.65 5.45 4.70

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4 ※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 7.50 6.15 5.30 9.10 7.45 6.45

30種 45種

※4

④スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-120厚

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

22,820

6.81

6.69

2,840

19,000

6.81
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.74

2,300 (2,300)

44.5

1,980

2.79

3,350

19.0

2.79

2,790

1.74

2,770 (2,310)

52.9

2,370

19.0

断 面 係 数
3,410

1,200

1.2m

6.69

1,000

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 15.6  20.7  22.6  27.1  

耐震 Mre kN・m 16.7  21.9  22.6  27.1  

曲げひ び割 れﾓ ｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 20.1  25.1  26.0  31.1  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ント Mb kN・m 25.0  33.0  42.2  50.3  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 51.3  61.2  51.3  61.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 9.44 9.92 9.92 9.92

1,600 8.83 9.29 9.49 9.49

1,800 8.33 8.76 9.12 9.13

2,000 7.90 8.31 8.81 8.81

2,200 7.53 7.92 8.53 8.54

2,400 7.21 7.58 8.29 8.29

2,600 6.93 7.29 8.07 8.07

2,800 6.68 7.02 7.87 7.88

3,000 6.45 6.78 7.69 7.70

3,200 6.24 6.57 7.52 7.51

3,400 6.06 6.37 7.29 7.29

3,600 5.89 6.19 7.09 7.08

3,800 5.73 6.03 6.90 6.90

4,000 5.59 5.87 6.72 6.72

4,200 5.45 5.73 6.56 6.56

4,400 5.33 5.60 6.41 6.41

4,600 5.21 5.48 6.27 6.27

4,800 5.10 5.36 6.14 6.14

5,000 5.00 5.25 6.01 6.01

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 10.55 8.75 7.55 10.55 9.20 8.35

1.0G 7.55 6.15 5.35 8.35 7.20 6.20

1.5G 6.15 5.05 4.35 7.20 5.85 5.05

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増
※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 8.10 6.60 5.75 10.55 8.60 7.45

30種 45種

※4

⑤スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-135厚（JIS規格にない厚さです）

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

22,820

6.81

6.69

2,840

19,000

6.81
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.74

2,300 (2,300)

44.5

1,980

2.79

3,350

19.0

2.79

2,790

1.74

2,770 (2,310)

52.9

2,370

19.0

断 面 係 数
3,410

1,200

1.2m

6.69

1,000

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 15.6  20.7  22.6  27.1  

耐震 Mre kN・m 16.7  21.9  22.6  27.1  

曲げひ び割 れﾓ ｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 20.1  25.1  26.0  31.1  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ント Mb kN・m 25.0  33.0  42.2  50.3  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 51.3  61.2  51.3  61.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 9.44 9.92 9.92 9.92

1,600 8.83 9.29 9.49 9.49

1,800 8.33 8.76 9.12 9.13

2,000 7.90 8.31 8.81 8.81

2,200 7.53 7.92 8.53 8.54

2,400 7.21 7.58 8.29 8.29

2,600 6.93 7.29 8.07 8.07

2,800 6.68 7.02 7.87 7.88

3,000 6.45 6.78 7.69 7.70

3,200 6.24 6.57 7.52 7.51

3,400 6.06 6.37 7.29 7.29

3,600 5.89 6.19 7.09 7.08

3,800 5.73 6.03 6.90 6.90

4,000 5.59 5.87 6.72 6.72

4,200 5.45 5.73 6.56 6.56

4,400 5.33 5.60 6.41 6.41

4,600 5.21 5.48 6.27 6.27

4,800 5.10 5.36 6.14 6.14

5,000 5.00 5.25 6.01 6.01

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 10.55 8.75 7.55 10.55 9.20 8.35

1.0G 7.55 6.15 5.35 8.35 7.20 6.20

1.5G 6.15 5.05 4.35 7.20 5.85 5.05

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増
※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 8.10 6.60 5.75 10.55 8.60 7.45

30種 45種

※4

⑤スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-135厚（JIS規格にない厚さです）

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

31,000

7.61

7.39

3,490

25,820

7.60
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.71

2,510 (2,510)

43.2

2,410

3.11

4,070

23.7

3.12

3,400

1.71

3,020 (2,520)

51.4

2,890

23.7

断 面 係 数
4,190

1,310

1.2m

7.40

1,090

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 17.4  23.0  28.2  34.2  

耐震 Mre kN・m 18.6  24.6  28.2  34.2  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 23.8  29.6  32.4  39.3  

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m 27.8  36.8  53.2  65.0  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 55.6  66.2  55.6  66.2  

許容曲げモ ーメント

30種 45種

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 9.97 10.47 10.99 10.99

1,600 9.33 9.79 10.51 10.51

1,800 8.79 9.23 10.11 10.11

2,000 8.34 8.76 9.76 9.76

2,200 7.95 8.35 9.45 9.45

2,400 7.62 7.99 9.18 9.18

2,600 7.32 7.68 8.94 8.94

2,800 7.05 7.40 8.72 8.72

3,000 6.81 7.15 8.52 8.52

3,200 6.60 6.92 8.34 8.34

3,400 6.40 6.72 8.15 8.18

3,600 6.22 6.53 7.92 7.96

3,800 6.05 6.35 7.71 7.75

4,000 5.90 6.19 7.51 7.55

4,200 5.76 6.04 7.33 7.37

4,400 5.62 5.90 7.16 7.20

4,600 5.50 5.77 7.00 7.04

4,800 5.39 5.65 6.86 6.89

5,000 5.28 5.54 6.72 6.75

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 10.80 8.85 7.65 11.35 9.90 9.00

1.0G 7.65 6.25 5.40 9.00 7.70 6.65

1.5G 6.25 5.10 4.40 7.70 6.25 5.45

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 8.55 7.00 6.05 11.85 9.70 8.40

30種 45種

※4

⑥スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-150厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

31,000

7.61

7.39

3,490

25,820

7.60
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.71

2,510 (2,510)

43.2

2,410

3.11

4,070

23.7

3.12

3,400

1.71

3,020 (2,520)

51.4

2,890

23.7

断 面 係 数
4,190

1,310

1.2m

7.40

1,090

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 17.4  23.0  28.2  34.2  

耐震 Mre kN・m 18.6  24.6  28.2  34.2  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 23.8  29.6  32.4  39.3  

曲げ破壊モ ーメント Mb kN・m 27.8  36.8  53.2  65.0  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 55.6  66.2  55.6  66.2  

許容曲げモ ーメント

30種 45種

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 9.97 10.47 10.99 10.99

1,600 9.33 9.79 10.51 10.51

1,800 8.79 9.23 10.11 10.11

2,000 8.34 8.76 9.76 9.76

2,200 7.95 8.35 9.45 9.45

2,400 7.62 7.99 9.18 9.18

2,600 7.32 7.68 8.94 8.94

2,800 7.05 7.40 8.72 8.72

3,000 6.81 7.15 8.52 8.52

3,200 6.60 6.92 8.34 8.34

3,400 6.40 6.72 8.15 8.18

3,600 6.22 6.53 7.92 7.96

3,800 6.05 6.35 7.71 7.75

4,000 5.90 6.19 7.51 7.55

4,200 5.76 6.04 7.33 7.37

4,400 5.62 5.90 7.16 7.20

4,600 5.50 5.77 7.00 7.04

4,800 5.39 5.65 6.86 6.89

5,000 5.28 5.54 6.72 6.75

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 10.80 8.85 7.65 11.35 9.90 9.00

1.0G 7.65 6.25 5.40 9.00 7.70 6.65

1.5G 6.25 5.10 4.40 7.70 6.25 5.45

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 8.55 7.00 6.05 11.85 9.70 8.40

30種 45種

※4

⑥スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-150厚

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

1,440

1.2m

8.64

1,210

1m

3.74

5,390

32.9

3.81

4,500

1.61

3,320 (2,770)

50.7

3,770

33.2

断 面 係 数
5,540

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.62

2,790 (2,790)

42.7

3,140

47,800

8.87

8.63

4,610

39,800

8.86

パネルの性能
種 別

m2.1m1m2.1m1）幅呼（幅ルネパ

耐風 Mrw kN・m 28.2  34.8  36.7  43.3  

耐震 Mre kN・m 29.9  36.4  36.7  43.3  

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m 34.4  41.9  42.2  49.8  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m 45.1  55.7  67.2  78.0  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 65.0  77.2  65.0  77.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 12.69 12.70 12.69 12.70

1,600 11.87 12.04 12.14 12.14

1,800 11.20 11.35 11.67 11.68

2,000 10.62 10.77 11.27 11.27

2,200 10.13 10.27 10.92 10.92

2,400 9.70 9.83 10.61 10.61

2,600 9.32 9.45 10.33 10.33

2,800 8.98 9.10 10.07 10.08

3,000 8.67 8.79 9.85 9.81

3,200 8.40 8.51 9.58 9.50

3,400 8.15 8.26 9.29 9.21

3,600 7.92 8.03 9.03 8.95

3,800 7.71 7.81 8.79 8.72

4,000 7.51 7.62 8.57 8.50

4,200 7.33 7.43 8.36 8.29

4,400 7.16 7.26 8.17 8.10

4,600 7.00 7.10 7.99 7.92

4,800 6.86 6.95 7.82 7.75

5,000 6.72 6.81 7.66 7.60

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 12.65 10.65 9.20 12.65 11.05 10.05

1.0G 9.20 7.50 6.50 10.05 8.30 7.20

1.5G 7.50 6.15 5.30 8.30 6.75 5.85

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 10.90 8.90 7.70 13.10 10.70 9.25

30種 45種

※4

⑦スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-175厚（JIS規格にない厚さです）

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

1,440

1.2m

8.64

1,210

1m

3.74

5,390

32.9

3.81

4,500

1.61

3,320 (2,770)

50.7

3,770

33.2

断 面 係 数
5,540

図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.62

2,790 (2,790)

42.7

3,140

47,800

8.87

8.63

4,610

39,800

8.86

パネルの性能
種 別

m2.1m1m2.1m1）幅呼（幅ルネパ

耐風 Mrw kN・m 28.2  34.8  36.7  43.3  

耐震 Mre kN・m 29.9  36.4  36.7  43.3  

曲げひび割れﾓｰﾒﾝﾄ Mcr kN・m 34.4  41.9  42.2  49.8  

曲 げ 破 壊 モ ー メ ン ト Mb kN・m 45.1  55.7  67.2  78.0  

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 65.0  77.2  65.0  77.2  

許 容 曲 げ モ ー メ ン ト

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 12.69 12.70 12.69 12.70

1,600 11.87 12.04 12.14 12.14

1,800 11.20 11.35 11.67 11.68

2,000 10.62 10.77 11.27 11.27

2,200 10.13 10.27 10.92 10.92

2,400 9.70 9.83 10.61 10.61

2,600 9.32 9.45 10.33 10.33

2,800 8.98 9.10 10.07 10.08

3,000 8.67 8.79 9.85 9.81

3,200 8.40 8.51 9.58 9.50

3,400 8.15 8.26 9.29 9.21

3,600 7.92 8.03 9.03 8.95

3,800 7.71 7.81 8.79 8.72

4,000 7.51 7.62 8.57 8.50

4,200 7.33 7.43 8.36 8.29

4,400 7.16 7.26 8.17 8.10

4,600 7.00 7.10 7.99 7.92

4,800 6.86 6.95 7.82 7.75

5,000 6.72 6.81 7.66 7.60

30種 45種

許容スパン
風圧力

N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 12.65 10.65 9.20 12.65 11.05 10.05

1.0G 9.20 7.50 6.50 10.05 8.30 7.20

1.5G 7.50 6.15 5.30 8.30 6.75 5.85

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 10.90 8.90 7.70 13.10 10.70 9.25

30種 45種

※4

⑦スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-175厚（JIS規格にない厚さです）

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

70,000

10.32

9.68

6,030

58,300

10.33
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.57

3,070 (3,070)

37.0

3,990

4.27

6,790

43.8

4.24

5,650

1.56

3,660 (3,050)

44.4

4,740

44.0

断 面 係 数
7,240

1,590

1.2m

9.67

1,330

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 32.3  41.2  44.6  56.5  

耐震 Mre kN・m 34.4  43.9  44.6  56.5  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 42.1  51.9  51.3  65.0  

曲げ 破壊モーメ ント Mb kN・m 51.7  65.9  77.6  102    

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 65.0  78.8  65.0  78.8  

許容曲げ モーメ ント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 13.59 14.01 14.42 14.42

1,600 12.71 13.10 13.79 13.79

1,800 11.98 12.35 13.26 13.26

2,000 11.37 11.72 12.80 12.80

2,200 10.84 11.17 12.40 12.40

2,400 10.38 10.70 12.04 12.05

2,600 9.97 10.28 11.71 11.73

2,800 9.61 9.90 11.29 11.44

3,000 9.28 9.57 10.91 11.18

3,200 8.99 9.26 10.56 10.85

3,400 8.72 8.99 10.24 10.53

3,600 8.47 8.73 9.96 10.23

3,800 8.25 8.50 9.69 9.96

4,000 8.04 8.29 9.44 9.70

4,200 7.84 8.09 9.22 9.47

4,400 7.66 7.90 9.01 9.25

4,600 7.49 7.73 8.81 9.05

4,800 7.34 7.56 8.62 8.86

5,000 7.19 7.41 8.45 8.68

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4 ※4 ※4

※4 ※4 ※4

※4 ※4

※4 ※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 13.35 10.90 9.45 13.95 12.15 10.75

1.0G 9.45 7.70 6.65 10.75 8.75 7.60

1.5G 7.70 6.25 5.45 8.75 7.15 6.20

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 11.70 9.55 8.25 14.35 11.70 10.15

30種 45種

※4

⑧スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-200厚（JIS規格にない厚さです）

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。
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断面定数
パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ）

断 面 積 A ㎝2

上縁 y’ ㎝

下縁 y ㎝

断 面 2 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ I ㎝4

上縁 Z’ ㎝3

下縁 Z ㎝3

PC 線 限 界 核 (下) k ㎝

回 転 2 次 半 径 i2 ㎝2

断 面 1 次 ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄ S ㎝3

腹 部 幅 図 心 b ㎝

単 位 重 量

カ サ 比 重

70,000

10.32

9.68

6,030

58,300

10.33
図 心 位 置

          W0 N/m　(N/㎡)

1.57

3,070 (3,070)

37.0

3,990

4.27

6,790

43.8

4.24

5,650

1.56

3,660 (3,050)

44.4

4,740

44.0

断 面 係 数
7,240

1,590

1.2m

9.67

1,330

1m

パネルの性能
種 別

パ ネ ル 幅 （ 呼 幅 ） 1m 1.2m 1m 1.2m

耐風 Mrw kN・m 32.3  41.2  44.6  56.5  

耐震 Mre kN・m 34.4  43.9  44.6  56.5  

曲げひび割れﾓｰﾒ ﾝﾄ Mcr kN・m 42.1  51.9  51.3  65.0  

曲げ 破壊モーメ ント Mb kN・m 51.7  65.9  77.6  102    

許 容 せ ん 断 力 Qa kN 65.0  78.8  65.0  78.8  

許容曲げ モーメ ント

30種 45種

風圧力-許容スパン表 ( 単位 ： m )

呼幅1m 呼幅1.2m 呼幅1m 呼幅1.2m

1,400 13.59 14.01 14.42 14.42

1,600 12.71 13.10 13.79 13.79

1,800 11.98 12.35 13.26 13.26

2,000 11.37 11.72 12.80 12.80

2,200 10.84 11.17 12.40 12.40

2,400 10.38 10.70 12.04 12.05

2,600 9.97 10.28 11.71 11.73

2,800 9.61 9.90 11.29 11.44

3,000 9.28 9.57 10.91 11.18

3,200 8.99 9.26 10.56 10.85

3,400 8.72 8.99 10.24 10.53

3,600 8.47 8.73 9.96 10.23

3,800 8.25 8.50 9.69 9.96

4,000 8.04 8.29 9.44 9.70

4,200 7.84 8.09 9.22 9.47

4,400 7.66 7.90 9.01 9.25

4,600 7.49 7.73 8.81 9.05

4,800 7.34 7.56 8.62 8.86

5,000 7.19 7.41 8.45 8.68

30種 45種

許容スパン
風圧力
N/㎡

※4 ※4 ※4※4

※4 ※4 ※4 ※4

※4 ※4 ※4

※4 ※4

※4 ※4

※4 ※4

風圧力に対する許容スパン

当該高さに作用する風圧力の目安※1
( 単位 ： N/㎡ )

風速
(m/s)

30 1,630 1,800 1,910 1,990 2,050 2,090

32 1,860 2,050 2,180 2,270 2,340 2,370

34 2,090 2,310 2,460 2,560 2,640 2,680

36 2,350 2,590 2,750 2,870 2,950 3,000

38 2,610 2,880 3,070 3,200 3,290 3,350

30 1,190 1,350 1,470 1,550 1,600 1,640

32 1,360 1,540 1,670 1,760 1,830 1,860

34 1,530 1,740 1,880 1,990 2,060 2,100

36 1,710 1,950 2,110 2,230 2,310 2,350

38 1,910 2,170 2,350 2,480 2,570 2,620

34

Ⅱ

Ⅲ

地表面
粗度
区分

10 15 20 25 30

※2 ※3当該
高さ
(m)

地震力に対する許容スパン ( 単位 ： m )

1 1.5 2 1 1.5 2

0.5G 13.35 10.90 9.45 13.95 12.15 10.75

1.0G 9.45 7.70 6.65 10.75 8.75 7.60

1.5G 7.70 6.25 5.45 8.75 7.15 6.20

荷 重 割 増
※5

種　　別

地 震 力

30種 45種

※4 ※4※4

荷崩れ荷重に対する許容スパン

( 単位 ： m )

種     別

荷 重 割 増※5 1 1.5 2 1 1.5 2

許容スパン 11.70 9.55 8.25 14.35 11.70 10.15

30種 45種

※4

⑧スパンクリート壁パネル  規格W・30,45種-200厚（JIS規格にない厚さです）

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、予めご了承下さい。

※1 建物の型は、閉鎖型とします。
※2 『平成12年建設省告示第1454号』による。
※3 当該高さ（パネルを使用する高さ）＝ 建物の高さと仮定。
※4 厚さの70倍、且つ12mを超えて使用する場合は、
　　事前に御打合せをお願いいたします。
※5 窓開口等が隣接する場合に割増す係数で下式によります。
 　  （詳細は、「穴あきPC壁板の開口部に対する考え方」をご参照下さい。）
　   荷重割増 ＝ 荷重作用範囲 

荷重負担範囲

倉庫の外壁や荷摺りは、荷崩れ荷重2500N/㎡に耐えうる構造とする必要があります（倉庫業法）。
倉庫の外壁として使用される場合は、曲げ破壊モーメントに対して、安全率1.2倍以上となるスパンでご使用下さい。

本表は、ひび割れの発生を許容しますが、プレストレスによる高度な復元性により、過度な残留変形を生じることなく、
荷重作用後の建築物の健全性を確保できる範囲の設計となります。
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自 主 検 査

施 工 図 ご 承 諾
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45

となりますのでご用意願います。

必要となります。

諾 諾 の納入ができなくなりますのでご配慮下さい。

いたします。このため

施工図ご承諾

ご配慮下さい。

で行う

となりますので
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（８日前） 配慮
原則として荷下しはクレーン車で行いますのでご支給下さい。

に必要な
積み置きは

工事量の部材を余分に
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角　材（支給材）
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下さい。
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スパンクリート 壁-表紙うら
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スパンクリート 壁-表紙おもて

〒113-0033 東京都文京区本郷2-40-8　本郷三丁目THビル5F

（関東地区）

（東北地区）

（北海道地区）

（関西地区）

（九州地区）

株式会社スパンクリートコーポレーション

本社／〒113－0033  東京都文京区本郷2-40-8  本郷三丁目THビル5F
TEL 03（5689）6315　FAX 03（5689）6323
http://www.spancretecorp.com

會澤高圧コンクリート株式会社
札幌支社／〒065－0043　札幌市東区苗穂町12丁目1－1
TEL 011（723）6600 　FAX  011（723）4400
http://www.aizawa-group.co.jp

株式会社ツルガ
本社・工場／〒651－2233　神戸市西区櫨谷町福谷339-2
TEL 078（991）1956（代） FAX 078（991）1277
尼崎分室／TEL 06（6488）6220　FAX 06（6488）5730
名古屋営業所／TEL 052（768）7701　FAX 052（768）7702
http://www.tsuruga-pc.co.jp

株式会社SNC
本社／〒811－2202 　福岡県糟屋郡志免町大字志免90
TEL 092（935）1382　FAX 092（935）1823
http://www.snc-inc.co.jp


